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今月の納税

15日--30日
間定資産税(者1)i li 

計両税を含む)

才 1抑j分

つ
く
り
替
え

。
あ
ら
か
じ
め
名
簿
奇
録
資
栴
者
の
調
査
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

的
な
心
か
ら
の
応
募
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

〈
一期
間
六
月
十
五
日
ま
で

A
募
集
方
法

義
摘
袋
老
町
総
代
を
通
じ
て

お
配
り
し
て
、
町
総
代
で
取

り
ま
と
め
て
い
た
だ
く
乙
と

に
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
含

み
願
い
ま
す
。
取
り
ま
と
め

た
分
は
出
張
所
ま
た
は
福
祉

事
務
所
ま
で
お
送
り
く
だ
さ

い
。
(
日
赤
大
村
市
地
区
)

調
査
金一日を
出
し
て
く
だ
さ
い

りよ

。。
じ
め
登
鉢
し
て

治
く
大
切
な

待
問
で

恭
本
選
挙
人
名
簿

は
、
公
正
な
泌
挙
が
行
な

わ
れ
る
よ

う
、
選
挙
権
の
あ
る
人
を
あ
ら
か

。。

何
年
九
月

十
五
日
現
在
で
資
格
者
を
調
査
の
う
え
作

アゴ

。
り

か
え
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
h
お
り
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
で

は
、
こ
と
し
の
基
本
選
挙
人
名
簿
調
製
の
基
礎
資
判
と
す
る
た
め
、

。

政

。

市

。

o 。

村

o 

調
査
の
方
法
は
つ
ぎ

の
と
む
り
と
な
っ

て
沿
り
ま
す
の
で
、
資
格
の
あ
る
人
は
も
れ
な
く

。
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五
月
二
十

一か
た
が
た
は
全
く
途
方
に
く
れ

四
日
太
平
洋

一
そ
の
惨
状
は
ま
乙
と
に
眠
る
に

岸
を
襲
コ
た

一し
の
び
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す

チ
リ
附
震
じ

一

そ
乙
で
、
と
れ
ら
の
お
気
の

よ
る
さ
惇
脱

一毒
な
か
た
が
た
が
救
援
す
る
た

の
被
害
じ
よ

一め
、
日
赤
で
は
つ
ぎ
の
ど
お
り

り
北
海
道
か

一全
凶
的
に
広
く
一
般
か
月
間
か

ら
九
州
ま
で

一い
救
楼
金
品
#
持
集
ず
る
乙
と

広
範
聞
に
わ

一に
な
り
ま
し
た
の
で
ど
協
力
く

た
り

一
瞬
L

一
だ
さ
い
。

や
家
昼
、

m畑
一

な
お
、

乙
の
募
金
は
あ
く
ま

。

本
選
挙
人
名
簿
は
毎
年
つ
く
り
替

え
ら
れ
ま
す
。

一水
年
大
村
市
に
居
住
し

て

い
る
人
も
、
住
民
登
録
を

し
て
い
る
人
も

必
ず
調
査
司

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
曹
の
提
出
が
な
い
場
合
は、

資
格
調
査
が
で
き
ず
名
簿
に
登
録

も
れ
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す。

た
と
え
選
挙
権
が
あ
る
人
で
も
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
お
ら

な
い
人
は
、
選
挙
の
際
投
票
で
き

ま
せ
ん
の
で
乙
の
点
と
く
に
と
注

意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
末
に
行
な
わ
れ
る

予
定
の
大
村
市
長
選
挙
に
は
、
昨

年
九
月
十
五
日
現
在
調
製
の
基
本

名
簿
が
使
用
さ
れ
、

と
ん
ど
の
調

査
に
よ
り
調
製
す
る
基
本
選
挙
人

名
簿
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
し
た

が
っ
て
、
昨
年
度

(
昭
和
三

十
四
年
九
月
十
五
日
現
在

調
製
)
の
基
本
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
お
ら
な

い
人
は
市
長
選
挙
の
際
調

手
洗
い
励
行
で
赤
痢
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う

画

製
す
る
補
充
選
挙
人
名
簿

に
登
録
申
請
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
と
く
に
こ
の
点
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
細
部
の
点

に
つ
い
て
は
市
長
選
挙
の
際
別
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

(選
挙
管
理
蚕
員
会
事
務
局
)

一ず
る
。

一
④
県
の
理
保
識
世
帯
自
立
更
生

一五
カ
年
計
画
に
も
と
づ
き
民
生
委

一員一

人
一
世
帯
更
生
促
進
運
動
を

大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
一
五
年
度
の
定
期
総
会
を
開
き
、
一
三
行
な
う
。
そ
の
た
め
内
職
や
就
職

五
月
二
十
六
日
午
後
一
時
三
十
分
一十
五
年
度
の
事
業
を
つ
ぎ
の
と
お

一の
あ
っ
せ
ん
を
す
る
。
資
金
の
貸

か
ら
中
央
公
民
舘
で
会
員
、

関
係
一
り
決
め
、
と
く
に
各
地
区
に
お
け
一
付
と
そ
の
後
の
指
導
を
す
る。

者
約
百
名
が
集
ま
っ
て
昭
和
三
十
一
る
福
祉
活
動
を
強
化
し
て
、
市
民
一

t

一

一

社

協

の

貸

付

金

昨

年

一福
祉
の
増
進
を
は
か
る
と
と
に
な
一

一
り
ま
し

た

。

一

度

は

一

七

O
万
円

ぬ
現
在
会
員
は
、
民
主
、
児
童
一
な
お
、

昭
和
三
十
四
年
度
で
県

委
員、

施
設
の
代
表
者
な
ど
で
あ
一
市
社
協
か
ら
生
活
や
生
業
資
金
を

る
が
、
一
般
か
ら
広
く
会
員
を
募
一
貸
付
げ
た
も
の
は
市
社
協
分
二
百

っ
て
組
織
を
充
実
し
強
佑
す
る
。
=
一
十
七
件
五
十
四
万
七
千
四
百
円

②
要
保
護
、
被
保
護
世
帯
の
実
一県
社
協
分
三
十
四
件
百
十
五
万
四

簡
を
は
あ
く
す
る
。

一
千
円
合
計
二
百
五
十
一
件
百
七

⑦
民
生
委
員
、
保
護
司
な
ら
び
一
十
万

一
千
四
百
円
と
な
っ
て
い
ま

に
各
種
団
体
の
協
力
を
得
て
各
地
一
す
(
大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
)

区
で
社
協
活
動
を
組
織
的
に
推
進
一

地
区
の
福
祉
活
動
を
強
化

市
社
協
初
年
度
の
事
業
き
ま
る

新

入

社

員

の

P
R
「

時

の

記

念

日

に

遅

刻

し

た

ら

少

し

は

注

目

さ

れ

る

だ

ろ

う

」

1
5
t〈
i
t-
-
J

一
お
才
手
取
四
六

O
O
円
以
上

一

求

人

案

内

…

一ム
同
タ
イ
ル

工

芸
干

拓

才
男

f
l
i〉
i
3
i
i
}
{

一
回
才
1
お
才
手
取
四
二

O
O円

野

ソ缶

入

口

に

公

衆

便

所

の
郷
出
尾
野
岳
一
ぷ
受
知
県
織
布
工
女
日
才
J
幻
才
一
以
上

入
口
パ
ス
停
留
所
下
に
こ
の
ほ
ど
立
派
な
公
衆
便
所
H
上
掲
写
真
リ
一

手
取
四
二
O
O円
以
上

一
ふ
愛
知
県
機
械
工
男
日
才
J
m
才

が
で
き
ま
レ
た
。

一
〈
心
同
染
色
整
理
工
女
万
才
J
m
才

一

手
取
三
五
O
O
円
以
上

と
れ
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
、
建
坪
九
・
八
二
平
方
メ

一

手
取
四
五

O
O円
以
上
(
臨
時
一

A
東
京
キ
ヤ
デ
イ
女
時
才
j
お
才

1
ト
ル
、
工
費
は
二
十
万
五
千
円
で、

敷
地
(
二
十
八
卒
万
メ

l
ト
一

工
六
カ
月
)

一

手
取
五
、

0
0
0円
以
上

佐

治

成

品

川

崎

区

湾

問

時

十

(

保
険
衛
生
課
)

一
ム
岐
市
県
耐
穴
煉
瓦
工
女
同
才
J
一
(
大
村
公
共
職
業
安
定
所
)

川
一ド
わ
い
バ
パ
ト
ド
一ぺ
J

J
いれわ
一山山
小

山
一山
川
い
に
一パ.u
.

ら

三

十

日

ま

で

ま

す

。

い

。

し

、

開
札
は
二
時
か
ら
直
ち

山

・

お

)

{

知

一

ら

)

(

せ

)

(

板

門

ム
申
込
方
注
米
穀
通
帳
お
よ
く
わ
し
い
と
と
は
庶
務
課
に
ム
期
円
場
所
六
月
十
八
日
に
行
な
い
ま
す
。

'
JI十
、

prμ
じ
ヘ
一
J
f
tヘ
…

rv、よ
'
h
H
X
パ

び

国

庫

債

券
と
印

鑑

ぞ

持

っ

て

お

た

ず

ね

く

だ

さ

い

。

(

土

)
午
後
二
時
三
十
分
、
大
入
、
開
札
場
所
は
公
売
場
所

申
請
書
者
出
し
て
く
だ
さ
い

{庶
務
課
)

村

市

中

央

公

民

館

に

同

じ

(

申

請

書

は

福

祉

事

務

所

に

準

(

大

村

区

保

諮
司
会
)

備
し
で
あ
り
ま
す
)

(
福
祉
事
務
所
)

自
衛
官
を
募
集

締
切
り
七
月
十

一
日

防
衛
庁
で
は
一一等
陸

・
海
・

空
士
の
募
集
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。
応
募
希
望
者
は
早
自
に

願
書
を
市
民
課
ま
た
は
出
張
所

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ム
応
募
資
格

昭
和
十
年
九
月

一
一
日
か
ら
附
和
十
七
年
九
月
一

日
ま
で
の
聞
に
生
れ
た
者

学
校
教
育
法
に
定
め
る
中
学
校

卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
者

ム
受
付
期
間

六
月
一

日

(
水

)
1
七
月
十

一

日
(
月
)

ム
誌
験

七
月
十
七
日

(
日
)

J
七
月
三
十

一
日
(
臼
)

ム
採
用
予
定
時

期

陸
土
九
月

中

小

企

業

ヘ

資

金

貸

付

下
旬

梅
士
十
月
下
旬

空

士

十
月
上
旬
(
一
部
は
三
十
六
年

一月
上
旬
)
(
市
民
課
)
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市
内
松
原

社
会
を
明
る
く

す
る
弁
論
大
会

統
計
図
表
の
募
集

長
崎
県
お
よ
び
長
楠
県
統
計

協
会
で
は
第
八
回
統
計
図
表
コ

と
の
た
び
県
が
保
証
す
る

引

ン

ク

1
ル
の
作
品
を
募
集
レ
て

揚
者
更
生
資
金
の
貸
付
申
し
込

い
ま
す
。

み
を
受
げ
つ
け
ま
す
。

ム
課
題
は
日
本
社
会
・
経
済
の

A
貸
付
対
象

引
揚
者
国
庸
債
特
畏
ぞ
示
す
統
計
図
表
で
応

券
の
交
付
を
受
げ
た
者
で
生
活

募

質
格
は

一
般
で
す
。
作
品

困
窮
者
、
高
令
者
ま
た
は
母
子
t

は
県
統
計
課
へ
九
月

一
日
ま

家
庭
の
位
帯
員
な
ど
で
、
申

請

で

に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
入

の
日
ま
で
引
き
つ
づ
き
六

カ

月

賞

は
特
選
一
点
二
千
円
、
入

以
上
長
崎
県
に
住

居

を

有

す

る

選

一二
点
千
円
、
佳
作
若
干
点

者
で
国
債
に
記
名
さ
れ
て
い
る

五

百

円

者

。

な

お

、
小
学
、
中
学
、
高
校

ム
申
込
期
日
六
月
二
十
日
か
生
の
部
も
同
時
に
募
集
し
て
い

持
」
は
昭
和
三
十
五
年
度
中
小
企
業
振
興
資
金
の
貸
付
け
申
し
込
み
を
六
月
十
八
日
ま
で
受
け
つ
け
ま
す
。

対
象
は
中
小
企
業
共
同
組
合
の
共
同
施
設
関
係
お
よ
び
設
備
近
代
化
資
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。
(
商
工
水
時
摂
)

県
が
保
証
す
る
引
揚

者

更

生

資

金

を

貸

付

青
少
年
を
不
良
化
か
ら
守
り

健
全
な
成
長
を
促
す
た
め
に
、

毎
年
五
月
に
は
「
青
少
年
保
護

育
成
運
動
L

一
が
実
施
さ
れ
、
ま

た
、
七
月
に
は

「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
が
全
国
的
に
行

な
わ
れ
ま
す
が
と
の
運
動
の
一

つ
と
し
て
、
大
村
区
保
諮
司
会

観
察
協
設
大
村
支
部
、
大
村
市

教
蚕
、

東
彼
杵
町
教
委
、
大
村

瞥
察
署
、
各
新
聞
社
主
儲
で
中

学
、
高
校
生
に
よ
る
「
社
会
を

明
る
く
す
る
弁
論
大
会
大
村
地

区
予
選
」

を
つ
ぎ
の
と
お
り
開

き
ま
す
。
多
数
C
来
聴
く
だ
さ

机
椅
子
な
ど
公
売

市
に
お
い
て
は
不
用
と
な
っ

た
中
古
机
、
申
古
附
子
な
ど
を

つ
ぎ
の
と
お
り
会
売
し
ま
す
o

A
入
札
に
付
す
れ
物
件
、

数
量

①
中
古
事
務
机
約
四
O
仰

②
申
古
事
務
尉
子
約
二

O
脚

①
中
古
自
転
車

六

台

①
中
市
硝
子
一戸

一

六

枚

⑤

申

古

槻

二

ニ

枚

①
申
古

附

子

四

枚
ハ
月
十
八
日
午

ム
公
売
日
時

後

一
時

A
《
売
場
所
大
村
市
役
所

A
入
札
お
よ
び
閥
札

入
札
は

午
後
一
時
か
ら
二
時
ま
で
と

「
時
の

記
念
日
J

Z
ハ
月
十
日
」

調
査
蓄
を
提
出
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
市
民

の
皆
様
の
ご
協
力
を
治
願
い
し
ま
す
。

た
だ
し
、
禁
治
産
者
や
犯
罪
に

一要
員
会
事
務
局
ま
た
は
関
係
出
張

一
よ
る
失
格
者
は
除
か
れ
ま
す
。

一所
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

A
調

査

現

在

日

六

月

十

一
(
調
査
替
裏
面
を
と
覧
く
だ
さ
い
と
ム
調
査
書
の
提
出
期
限

五
日

一ム
調
査
の
方
法

一六
月
二
十
日
(
提
出
の
と
き

ム
調
査
室
聞
に
記
入
す
る
人

一間
務
連
絡
委
員
(
町
総
代
)
を
通
じ

一は
町
総
代
を
経
由
し
て
く
だ
さ
い

昭
和
十
五
年
十
二
月

二
十

一六
月
十
五
日
ご
ろ
ま
で
に

基

本

一A
提
出
先
大
村
市
選
挙
管
理
委

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
日
本
国

一選
挙
人
名
簿
登
録
資
格
調

一員
会
事
務
局

(
市
役
所
正
門
前
)

民
で

今
年
の
六
月
十
五
日

一査

書

を
各
位
帯
ヘ
配
布
し
ま
す
一ま
た
は
関
係
出
現
所

ま
で

に
大
利
市
に
住
所
を
定
め

一な
お
、
調
査
警
が
手
も
と
に
届
か

一

注

意

た

人

。

な

い

世

帯
が
あ
れ
ば
、
選
挙
管
理

一前
に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、

基

ム
入
札
方
法

に
よ
る
。

一
般
競
争
入
札

ム
入
札
保
証
金
入
札
保
証
金

は
入
札
金
額

ω百
分
の
十
以

上
で
現
金
と
す
る

ム
代
金
納
入
方
法

る。

即
納
と
す

ム
落
札
物
件
の
引
取
代
金
納

入
待
、引
取
る
も
の
と
し
、
引

取
り
の
段
終
時
間
は
、
当
日

五
時
ま
で
。

ム
そ
の
他
入
札
評
、
入
札
心
得

曹
は
当
日
公
売
場
所
で
配
付。

再
入
札
、
そ
の
他
必
要
事
項
は

甫
係
員
の
指
ぷ
に
よ
る。
(財
務
課
)



〔
自
転
車
の
持
主
へ

〕

ま

に
な
っ
て
い
る
と
と
が
わ
か
っ
一
⑫
郡
中
学
校
勾
前
は
ア
ス
フ
ア
一

を
す
る
と
き
は
左
側
を
通
っ
て
よ

①
商
広
や
パ
チ
ン
コ
居
の
前
に
一
①
道
の
真
市
を
歩
い
て
い
る
人
一
た
。

一

ル

ト

の

舗

装
道
路
に
な
っ

て
い
る
一い
か
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

自
転
車
そ
置
い
て
あ
る
の
が
交
通
一を
何
人
も
見
受
け
た
が
、
右
側
を
一
①
映
画
の
宥
仮
を
、
道
に
立
三
の
で
白
劃
車
は
よ
く
滑
る
。
滑
べ一

答

リ

ヤ
カ
ー
は
荷
物
を
運
ぶ
た

の
じ
ゃ
ま
に
な
っ
て
い
る
。
あ
ん
一
通
ら
な
げ
れ
ば
危
い
と
い
う
と
と
一
て
見
て
い
る
人
が
あ
る
の
で
、
交

一
ら
な
い
よ
う
な
方
法
を
し
て
も
ら
一
め
の
車
で
あ
る
か
ら
左
を
通
ら
な

な
と
と
は
い
け
な
い
と
思
う
。

一が
わ
か
っ
た
。

一

通

の
妨
害
に
な
る
。

看
板
を
立
て

一
い
た
い。

一け
れ
ば
な
ら
な
い
、

マ
ラ
ソ
ン
は

⑨
歩
道
に
自
転
車
を
乱
雑
に
置
一

⑦
定
側
を
歩
い
て
い
る
人
は
、

一る
場
所
を
考
え
る
よ
う
証
憩
し
て

一

⑬
桜
馬
場
の
神
社
横
の
広
場
で
一

左
側
を
通
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

則
を
守
っ
て
安
全
交
通
に
努
め
ら
一名
)
五
十
五
名
の
か
た
に
パ
ス
で

一
い
で
あ
る
の
で
、
歩
く
λ
の
じ
ゃ一
子
ど
も
よ
り
お
と
な
が
多
い
よ
う
一も
ら
い
た
い
。

一で
は
子
ど
も
が
ポ
ー
ル
な
げ
を
し
一

O
問
自
動
車
は
普
笛
ぞ
鳴
ら

れ
た
結
果
で
、
非
常
に
喜
ば
し
い
石
内
を

一巡
し
て
、
安
全
運
動
期
一ま
に
な
る
。

一に
思
っ
た。

一

〔

踏
切
で
〕

一

て
遊
ん
で
い
る
が
、
時
々
ポ

l
Lさ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
@
山

と
と
で
す
。

一間
申
の
状
態
を
見
学
し
て
も
ら
い
一
家
の
申
か
ら
子
ど
系
道
路
一〔
お
か
あ
さ
ん
た
ち
へ

二

家

安
踏
切
で
わ
た
し
た
ち
玄
追
い
か
け
て
道
路
に
と
び
だ
仁
一手
の
方
に
行
く
と
響
ほ
ら
せ
の

去
る
五
月
二
十
五
日
市
内
実

一ま
し
た
。
そ
の
時
、
学
童
の
皆
さ

一に
と
び
出
し
て
来
て
、
事
横
切
一
的
貿

易

の
お
か
あ
さ
ん
た
ち
一

が
立
つ
て
指
導
し
て
い
る
と
き
、
一
号
、
非
常
に
危
い
と
思
う

oi
標
識
が
立
っ
て
い
る
が
、
あ
れ
で

部
の
中
小
学
校
の
学
童
代
表
者

一ん
に
大
村
市
の
交
通
に
対
す
る
恵
一る
の
を
見
た
が、

ほ
ん
と
う
に
危

一が
道
の
告
で
舌
し
ょ
〈
ら
捗
い

一お
と
な
に
住
意
し
で
も
聞
い
て
く
一

l
レ
〈
と
び
出
な
い
よ
う
柵
定
一よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

(
各
校
か
ら
五
名
、
担
任
先
生

一
一見

柔

ち

て

い

在

室

し

た

一
い
な
あ
と
思
っ
た
。

一

で

い
た
が

あ
ん
な
日
は
し
て
一

れ
な
い
人
が
い
る
。

一る
れ

に

し
て
も
ら
い
た
い
。

一答

見
通
し
の
効
か
な
い
委
点

一の
で
そ
川
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
一

@
自
転
車
に
乗
っ
た
人
が
、

左一

も
ら
い
た
く
な
い。

み
ん
な
の
じ

一
の
わ
た
し
た
ち
が
線
路
に
立
つ
一

〔
り
ヤ
カ
ー
や

一
ゃ
曲
り
角
で、

危
い
よ
う
な
所
で

一

丈

一

や

右

に

曲

る
と
き
手
信
号
し
な

一
ゃ
ま
に
な
る
。

一
て
交
通
整
理
き

て

い

る

と

、

宝

石

「嘗
筒
鳴
ら
せ
」
の
標
識
を
立

一

一い
人
が
あ
っ
た
が
危
か
っ
た
。
一

一じ
さ
ん
が
来
て
「
急
ぐ
か
ら
線
路

一

マ
ラ
ソ
ン
は
〕

一

て

て
い
と
所
が
あ
る
。
乙
ん
な
所

一
乙
の
と
ど
も
た
ち
の
意
見
を
参一

自
転
車
が
横
に
並
ん
で
通
っ
て
い
一

(
庖
の
か
た
へ

)
一
を
行
か
せ
て
く
れ
」
と
い
う
人
が
一
⑬
問

リ
ヤ
カ
ー
を
曳
い
て
い
一
は
危
険
防
止
の
た
め
、

や
む
を

得

一

一

竹
松
出
張
所

幻

一
考
に
し
て
、
さ
ら
に
事
故
の
な
い
一
た
が、

自
動
車
の
直
行
こ
じ
ゃ
支
一
@
自
の
ヨ
容
ノ
存
突
き
出
し
て

一あ
る
。
こ
ん
な
と
き
は
、
ど
う
し
一
る
と
き
ま
れ
側
を
通
っ
て
も
よ
い
一
な
い
と
き
は
鳴
ら
す
と
と
に
な
っ
一

ロ
ロ

ロ

口

一賞
一期出
張
所

初

一明
。
い
ま
ち
に
し
た
い
も
の
で
す
一

に
な
る
の
で
よ
く
む
い

f
つ

ι去
の

で
配
附
の
通
行
に
じ
ゃ

一た
ら
よ
い
か
悶
る
乙
と
が
あ
る
@

一の
で
し
引
っ
か
。
ま
た
定

義

習

一て

い

る

@

(

大

村

昨

季

二

農

村

青

年

研

修

生

を

一
福
重
出
張
所

目

4

口

口

口

口

一

行
会
八
一
V
O
O
A
り
さ
りs
川口一日izPRiけい
--vιvod--二円!リ
・一一二
-H
4
A
a三
一PEo--口
そ

-u
t--
z
a・f
・-
-一三;・日

己
一-・，uHUV一
一二F
n
一一一ド一

2
・一九一HAv-
-廿付
V
E円
h
HVH2円
A
H
H
E
A
V
H
V
一日いいけ
H

・
H

・-
u
μ

一

[

[

一松
原
出
荷
所

げ

一

L
r
=

一
年
十
二
月
間
協
議
会
の
臨
時
総
会
一
お
り
、
県
内
の
漁
村
、
炭

坑

地

で

一

一

県
で
は
股
村
宵
年
研
修
生
を
つ
一
東
大
村
小
学
校

日

・
成

・

鈴
田
川
橋
の
延
長

一

は

じ

ま

っ

た

共

同

作

業

一

で

会

長

室

作

り

の
共
同
作
一

も
相
当
よ
い
誌

を

あ
げ
て
い
ま
一

時

の

記

念

日

か

ら

一
ぎ
の
と
お
り
先
進

に
派
遣
し
ま

一A
実
施
日
変
更

一

回
二
回
三
回

.
h
万

一

工

事

は

昨

年

十

月

か

一

;

玉

川
を
設
問
す
る
こ
と
に
決
定
し
一
ず
。
と
の
事
業
が
予
定
ど
お
り
進
一

日

日

開

業

者

が

す

の
で
、

盗

希
望
者
は
六
月
三
池
田
敬
老
右

3

0

7

い
川
町

一

日

目

立

日

一

有

屯

な

内

峨

・

人

辺

見

瓜

つ

く

り

一た
も
の
で
す
。
一
め
ば
一
一
丁
四
カ
月
後
に
は
、
月
に
一

無

料

サ

ー

ビ

ス

一十
五
日
ま
で
股
林
諜
に
申
し
込
ん

一議

出

強

町

川

町

山

Ff
・

-

一

市

内

喜

七

区
に
人
宝
珠
玉
一
そ
示
し
て
い
る
現
状
門
主
主
一
そ
の
後
作
業
所
は
顕
訪
七
区
の
一
手
取
り
凶
J
五
千
円
、
も

し

家

庭

一

石

く

だ

さ

い

。

一

(

保

険

整

課

)

・

1
・

で
き
あ
が
り
ま
し
竺
作
り
作
業
所
が
設
耐
さ
れ
、
五
月
一
で
侭
所
得
者
の
防
白
や
自
量
生
一
災
存
料
住
宅

(
建
坪
一↓一
十
坪
)

一に
協
力
者
が
あ
れ
ば
一
万
円
内
外
一
大
村
市
時
計
限
鋭
商
組
合
(
大
一
ム
派
地
地
問
県
舟
一
崎
、
良
一

制

い

乙
の
橋
は
長
さ
が
糸
一
中
旬
か
ら
婦
人
十
一
一
一
人
が
熱
心
に
一
の
対
事
講
ず
る
こ
と
が
、
社
会
一
の
払
下
げ
を
受
け
て
改
造
し
、
作
玄
見
込
ん
で
い
ま
す
。

一
村
瓶
詰
区
)
で
は
、
六
月
十
旦
室
、
葉
、
温
室
閣
長
)
一

表

髭

さ

れ

た

二
倍
の
五
四
・
四
メ
一
共
同
作
業
を
や
っ
て
い
ま
す
。

一

塁

ト
し
き
わ
め
て
大
き
な
問
題
と
一業
希
望
者
十
三
人
に
そ
れ
ぞ
れ
三
一

同
協
議
告
で
は
は
じ
め
て
の
試
一
の
「
時
の
記
念
ど
を
記
念
し
て

一

愛
知
県
(
そ
さ
い
園
芸
、

ー__L-"o.

ノ、

十

五ゐ

月

臼

f三j

乙
ど
も
た
ち
が
見
た は

会と

通

安

一
0
0
0
0

大

村

市

の

交

通

道

徳

L才249号)

五
月
十
六
日
か
ら
二
十
五
日
ま

で
行
な
わ
れ
た
、
今
期
の
交
通
安

全
運
動
も
大
村
市
で
は
一
件
の
事

故
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
れ
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
交
通

に
対
す
る
認
識
を
高
め
ら
れ
、
規

りよアゴ政市村大〈毎月1臼，10日，20日発行〉

• 
(建
設
課
)

(
写
真
は
鈴
田
川
橋
)

国
鉄
で
は
持
年
六
月
一
日
か
確
認
せ
ず
衝
突
し
た
も
の
な
ど

一
人
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す。

ム
ら
三
十
日
ま
で
の
一
カ
月
間
を
五

O
六

件

乙

の

事

故

は

季

節

的

に
六
月
…

い
「
鉄
道
妨
害
防
止
月
間
」
と
し
列
車
に
石
そ
投
げ
た
り
、
空

気

か

ら
八
月
に
か
け
て
も
っ
と
も
山

…
て
、
列
車
が
安
全
運
転
で
き
る
銃
ゃ
う
っ
た
り
し
て
窓
ガ
ラ
ス

噌
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で

い

…
よ
う
に
、
一
般

o

l

i

o

つ

ぎ
の
と
と
に

川

…
に
呼
び
か
け
て

fjw

一
般
の
ど
協
力
…

一
い
ま
す
。

夏

に

多

い

鉄

道

妨

害

を

お

願

い

し

ま

…

門
司

鉄

道

醤

・

…
理
局
内
で
昨
年

置

石

、

投

石

で

死

傷

者

も

…
げ

γ
ど
も
に
投

…

…
度
お
と
っ
た
事

:
O
B
--
:
!

1

o

il

-

t

ti
t
i
l---j
o--

石
や
置
石
な
ど

一

川
故
は
線
路
へ
の
置
石
、

連
結
器

を

と

わ
し
た
り
、
乗
客
に

け

が

列

車
へ
の
い
た
ず
ら
暑
さ
せ
な
い

…
を
切
り
は
な
し
た
ま
ま
二

O
五

を

さ

せ
た
も
の
八
二
件

い

よ

う

に

注
意
す
る

…
件
、
線
路
内
に
入
っ
て
列
車
を
と
な
っ
て
お
り
、
と
の
よ
う
な
マ
線
路
は
通
行
し
な
い

…
停
め
た
り
、
踏
切
り
で
左
右
を

事
故
で
死
傷
し
た
人
は
、
二
六
マ
踏
切
で
は
左
右
ぞ
確
か
め
る

…

昭和35年 6月10日
(昭和33年4月22日第三種郵便物認可〉

ゴち

rl 

〔
歩
く
人
へ
)

米
作
日
本

一

表
彰
競
作
会

本
年
度
も
引
き
つ
づ
き
米
昨

日
本

一
説
作
が
行
な
わ
れ
ま
す

本
市
か
ら
も
本
県

一
・
日
本

一

を
出
し
た
い
ゐ
の
で
す
。
多
数

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
い
申
込
創
同

七

月
十
五
日
ま

で
A
競
作
会
の
種

類

個
人
収
量

立一
民

y
l

A
参
加
資
格
と
条
件

①
水
田
三
十
ア
ー
ル
以
上
の
耕

作
股
家

⑦
競
作
田
は
十
ア
ー
ル
、
長
方

農

事

メ

〔
柑
橘
〕
夏
技
が
で
で
き
ま

す
の
で
、
前
旬
同
様
エ
カ
キ
虫

〔
水
稲
〕

苗
代
・:
ツ
マ
グ
ロ

の
発
生
に
注
怒
し
防
除
に
努
め

ヨ
コ
バ
イ
の
ニ
化
期
の
発
空
が
ま
し
ょ
う
。
主
技
の
先
端
の
夏

十
日
ど
ろ
と
思
わ
れ
ま
す
。
早

芽
は
芽
か
ぎ
を
行
な
い
、
一
本

期
栽
培
田
や
苗
代
の
防
除
は
適

立
と
し
て
伸
長
を
は
か
り
ま
し

期
を
失
し
な
い
よ
う
共
同
で
行

ょ
う。

な

い

ま

し

ょ

う

。

防

風

林

の

な

い

闘

で

は

簡

単

ま
た
苗
イ
モ
チ
病
の
発
生
も
と
な
竹
坦
な
ど
の
施
設
を
行
な
い

れ
か
ら
で
す
。

早
期
に
水
銀
製

防
風
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

剤
、
銅
水
銀
剤
で
防
除
し
ま
し

(県
農
業
改
良
普
及
所
)

ょ
う
。

13 14 

議
会
事
務
局
書
記

主
要
農
作
物
競
作

会
の
参
加
申
込

市
内
水
田
町
笠
井
建
材
庖
は

五
月
二
十
五
日
子
ど
も
た
ち
の

遊
び
場
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
、

と
三
域
保
育
所
に
砂
を
三
輪
車

一
台
分
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

(
福
祉
事
務
所
)

(議
会
事
務
局
)

農

空繁

集 期

lこlこ、
用は;
Jし、 5

砂
の
贈
物

三
回

6
月
日にd寸ipo

 

可

i
ヴ
4
1
i
 -A 

q白

本
紙
前
号
で
主
要
農
作
物
競

作
会
開
催
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、

申
込
期
日
は
つ

14 


